








 

1.研究目的 

 上唇や口蓋の形成手術を受けた唇顎口蓋裂患者の大多数は,歯列の狭窄を惹起してしま

う。こうした状態を改善するには何らかの方法で,歯列弓の拡大,特に側方拡大が不可欠で

ある。側方拡大の成否は直接口蓋裂の咬合異常の矯正治療の成否に関連するものであり,

臨床的には重要な意味を持っている。一般には,狭窄の強いもの程拡大が難しいと考えられ

易いが,臨床経験では,必ずしもそうではない。本研究は,何れにこの治療の難易を左右する

要因があるのかと判定する目的で行われた。 

 臨床的検討は, 

 1)上顎歯槽基底部の垂直的発育 

 2)口蓋穹の深さ 

について実施された。また合わせて,これらの因子か拡大術式に対する難易判定基準となり

うるか否かを検討した。 


